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A 論点

① マルクス歴史理論・将来社会・過渡期の再構成②新しい社会運動 ③ポスト冷戦の世界史的段階一

ネット革命とグ口－1Wゼ←ション

B 位置 ーふたつの過程が重なり合う大過渡期：人類史的過渡期の始まりー

①資本主義の解体と止揚

②人類の前史（階轍社会：家族、私的所有、国家、そして宗教）から本史（人間解放〉へ
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世界史像

21世記街頭の『横領しされた世界史J

一人類史的遍漉期開始における『不均等発展の同時存在J一

｜アジア的（不変・停滞）｜

個人 1 1古典古代附

個人 E 直面
個人 E 随代ブルジヨア附

14世紀来の文化革命→16世紀世界商業革命→政治革命

l7世紀科学革命 18世紀末イギリス産業革命 世界市場・植民地化

19世紀末古典帝国主義 世界戦争掴ロシア革命

20世紀科学革命→冷戦帝国主義アメリカ 中国革命

情報革 初世紀末和冷戦

生産のアジア化・世界の工場化

資本主義世界 グローバル原審・スラム

科学的・普遍的労働 知的所有権・直接的労働 アジア的基層社会

三層構成

旋回（変革）基軸 生産旋回・編成替 基抵

（山田盛太郎f日本資本主義分析』（1934）のネット・グローパル版）

論点 1 米ソ冷戦体制解体の世界史的ダイナミズム

1 論点2 グローバルな三層構成（生産様式レヴヱル）

論点3 グローバルな労働力構成（格差と普遍） 2011年運動の意義

論点4 アメリカの自由主義的資本主義ならびにソヴィエトの国家社会主義の止揚形態
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深めるべき論点整理

A 基礎理論の再構成

1 自然と人聞の物質代謝・労働過程論

2 過渡期論

①．非物質的・科学的労働の「社会的個体Jへ

②価値法則の止揚と資本・圏家の止揚の同時進行→人間活動の全体性の回復

B 現状分析

1 資本の存在・統括形態 金融・証券化の歴史的位置

①新たな通貨

②レント資本主義（私的所有の究極・最終形態）

2 世界の統括形態

①米中双軸

②アメリカ主導のニつの暴力：対テロのグローバルな戦争と市場の暴力→

「世界はapocalypseJ（ジジェク・南克巳）

c 対抗・展望

1 「二つのアメリカJのグローパリゼーション

：新自由主義のグローパリゼーション VS社会運動のグローパリゼーション

2 共産主義へのアメリ力的な道：マルクス・エンゲルス・レーニンのアメリカ論

→「否定の否定Jのあらたな媒介項
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